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私たちは、地域の様々なニーズに応え、

全ての人がその人らしく、地域で安心して生活できるよう、

ご利用者、ご家族、地域の方々、職員が共に支え合い、

高め合います。



このコーナーでは、藤の木原福祉会で

働く職員さんを紹介します(#^.^#)

**特別養護老人ホーム藤花**　介護職員

　芝　大地（しばだいち）さん

《育ちは関西！藤花のお洒落ボーイ★》

Q.出身地はどこですか

　　沖縄県。新潟の方言が分からず、新潟の【潟】が書けないです。

Q.趣味

　　漫画を読む。ＬＩＶＥに行く！！

Q.休日の過ごし方

・掃除、お買い物、料理。時間がある時はおいしいものを

　食べに行ったり、ショッピングしたりと出かけています。（熊倉）

・ショッピングに行ったり、掃除したりして過ごしています。（小森）

・友人と旅行やお買い物に出掛けたり、自宅でゆっくりと

　過ごしています。（渡部）

夏の イ べ ント盛 り 山
!！沢

令和元年８月１８日(日) 藤花の納涼祭が行

われました！今年初の試みは似顔絵コーナー

です！株式会社Bonds様から紹介された、プロ

の似顔絵師の『くぼたれい』様にお越し頂き、

入居者様限定で似顔絵コーナーを開催しまし

た♪

似顔絵は大反響！他にもゲームコーナーの千

本くじ、飲食コーナーのアイスや、やきそば

など大好評でした！参加してくださったご入

居者様、ご利用者様、そのご家族の方々、協

賛して頂いた企業の皆様、ボランティアの皆

様、地域の皆様 重ねて御礼申し上げます。

来年もお楽しみに！！

～特別養護老人ホーム藤花 納涼祭～

８月２４日（土）に特別養護老人ホーム藤花・荻川と

荻川ほのぼの保育園合同の夏祭りが開催されました。

天候にも恵まれ、今年は戸外で盛大に行う事ができ、

３００名近くの方々からご参加頂く事ができました。

私たち法人と致しましても、感慨深い３年目の夏祭り

となりました。

夏の日差しを受けながら、屋台でのやりとりや催し物、

出店の賑わい・・どれをとっても、大勢の皆様との関

わりが熱かった一日でした。

準備の段階から、地域の方々よりご協力を頂き進めて

きた合同夏祭りです。地域の皆様と一緒に作り上げて

きた３年目の夏祭りも無事に終える事ができました事、

改めて感謝申し上げます。

また、来年も皆様のご協力を頂きながら、さらなる盛

り上がりが図れるよう、職員一同一丸となって進んで

参りたいと思います。

～荻川２施設合同夏祭り～



このコーナーでは、藤の木原福祉会で

働く職員さんを紹介します(#^.^#)

**特別養護老人ホーム藤花**　介護職員

　芝　大地（しばだいち）さん

《育ちは関西！藤花のお洒落ボーイ★》

Q.出身地はどこですか

　　沖縄県。新潟の方言が分からず、新潟の【潟】が書けないです。

Q.趣味

　　漫画を読む。ＬＩＶＥに行く！！

Q.休日の過ごし方

・掃除、お買い物、料理。時間がある時はおいしいものを

　食べに行ったり、ショッピングしたりと出かけています。（熊倉）

・ショッピングに行ったり、掃除したりして過ごしています。（小森）

・友人と旅行やお買い物に出掛けたり、自宅でゆっくりと

　過ごしています。（渡部）

！

特別養護老人ホーム藤花

平成26年9月にオープンしたユニット型特別養護老人ホームです。

JR新津駅より徒歩5分と、立地条件に恵まれています。

入居者様にとって、施設に入居される前の生活が施設入居後におい

ても継続できるよう支援します。

【サービス】

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護（介護予防）短期入所

生活介護

【定員】

（特養）２９名、（ショートステイ）１０名

【提供時間】

年中無休

特別養護老人ホーム藤花・荻川

平成29年6月にオープンしたユニット型特別養護老人ホームです。

荻川ほのぼの保育園と同じ建物で、園児との交流を日常的に行い、

入居者様の尊厳を支援します。

また、入居者様の『暮らしの継続』を視点に支援します。

【サービス】

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

【定員】

（特養）２９名

【提供時間】

年中無休

荻川ほのぼの保育園
建物内で介護施設（特別養護老人ホーム藤花・荻川）と繋がっており、

一日の中で、自然な流れで入居されている高齢者様と触れ合う事がで

きる保育園です。

高齢者様との触れ合いの中で、優しさ・思いやり・いたわり・感謝の

気持ちなどを育んでいけるようにしていきたいと考えております。

また、保育園の役割をしっかりと考え、

地域・保護者のニーズに合った保育園を目指し、

『園児』『保護者』『地域』『職員』がともに支え合っていけるよ

うなあたたかい雰囲気づくりを目指しています。
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ともに
過ご す日常

藤花はたくさん外出します！！今年の４月に新津の夢庵様にランチに出かけました。

メニュー選びから和気あいあいと楽しまれ、施設では滅多に食べられないメニューを皆さまほとんど完食されま

した！みんなで行く外食は格別ですね♬

外食以外にもお花見、凧合戦、白山神社へのお参り、お祭り、花火大会などにも行きました。

藤花では気軽に外出できることが魅力だと思います！！

荻川ほのぼの保育園が開園してまもなく、高齢者施設の入居者様との生活が始まりました。毎日をともにし、

小さい頃から活動や行事を一緒に経験してきたことで養われてきたもの・・それは「心の豊かさ」でした。

心地よい挨拶と関わりからのコミュニケーション力は世代間交流や保育士以外の大人との関わりから育まれたものだと思い

ます。当園の子どもたちはとても人懐っこく、人に興味関心が高く、好奇心旺盛なところも特色の一つです。こういった姿

からも、私たち荻川の併設施設の良さが感じられる姿なのではないかと思います。

高齢者施設の入居者様と子どもたちがともに過ごす時間を大切にすることで、双方に活力や思いやりの心が生まれることが

実感でき、生きる瞬間・ドラマは当施設ならではだと誇りに思います。

こういった子どもたちの姿を地域の方々にもより多く知って頂くために、町探検を充実させたり、お買い物体験や電車乗車

など地域の方々からのご理解とご協力を頂きながら、充実した取り組みが行えております。

これからも未来を担う子どもたちとともに、様々な人たちと世代を超えた関わりを深めていきながら、荻川ほのぼの保育園

にしかできないことを考え、皆さんと一緒に成長する事ができればと願っております。

保育園のお祭りでは、“縁日ごっこ”と称し、様々な手作りの出店やビッグイベントである

『流しそうめん』を楽しみました。

『一緒にお祭り行きませんかぁ！！』と子どもたちの元気な呼びかけが高齢者施設のユニット内に広がると賑やかな声に

誘われた入居者様も顔を覗かせ、一同に集まり、子どもたちと共に夏の風物詩を楽しみました♪

活動コーナー 荻川ほのぼの保育園より 流しそうめん、みんなでしたよ♪

私たちの職場はこんなところ 特別養護老人ホーム藤花より

今年の５月より、２ヶ月に一度、第３水曜日に、入居者様をお招きし、お茶会を開催しています。

茶道の師範をされていた方が入居者様でいらっしゃるご縁で、会を催す事が出来る事となりました。

毎回、体調の良い入居者様10名ほど参加して頂いております。茶道の先生からは、お茶道具を持参して頂き、お茶のお点前

を披露して頂いております。

美味しいお抹茶と甘いお菓子を頂き、皆さん「とっても美味しかった。」と喜ばれています。

お茶の良い香りで、心もほっこり和み、普段の日常とは違った雰囲気で素敵な時間を過ごして頂けているようです。

茶道というと、少し堅苦しく考えてしまいますが、美味しいお茶とお菓子で入居者様同士が楽しくお話し出来る機会を作れ

たらと思っております。作法などは気にせず、気軽に参加することが出来るお茶会を入居者様と職員で楽しみながら続けて

いきたいと思っております。

私たちの職場はこんなところ 荻川ほのぼの保育園より

活動コーナー 特別養護老人ホーム藤花・荻川より お茶会開催してます♪



このコーナーでは、藤の木原福祉会で

働く職員さんを紹介します(#^.^#)

**特別養護老人ホーム藤花**　介護職員

　芝　大地（しばだいち）さん

《育ちは関西！藤花のお洒落ボーイ★》

Q.出身地はどこですか

　　沖縄県。新潟の方言が分からず、新潟の【潟】が書けないです。

Q.所属ユニットの印象

Q.趣味 　　ゆったりしていて利用者様一人一人が活き活きしている。

　　漫画を読む。ＬＩＶＥに行く！！ 　　職員も元気でとても働きやすい。

**荻川ほのぼの保育園**　保育士

渡部　由望（わたなべゆみ）さん（左）

小森　葵（こもりあおい）さん（中央）

熊倉　薫美（くまくらゆきみ）さん（右）

Q.仕事中のほっこり話

・お友だちの頭を“なでなで”と撫でてくれていた子どもが

　私の方にも手を伸ばし頭を撫でてくれた事。（熊倉）

・朝、保育室に入ると「あおいせんせーおはよう」と

　声をかけてくれる子どもの姿にほっこりします。（小森）

・涙するお友だちの背中をさすってあげたり、頭をなでなで

　してあげたりと、優しい姿を見るとほっこりします（渡部）

Q.休日の過ごし方

・掃除、お買い物、料理。時間がある時はおいしいものを Q.趣味は

　食べに行ったり、ショッピングしたりと出かけています。（熊倉） ・旅行です(#^.^#)（熊倉）

・ショッピングに行ったり、掃除したりして過ごしています。（小森） ・ライブに行く事が大好きです(^_-)-☆（小森）

・友人と旅行やお買い物に出掛けたり、自宅でゆっくりと ・お買い物に出掛ける事です(*'ω'*)（渡部）

　過ごしています。（渡部）

職 員 紹介



昔は東京でマッサージ師をされていました。客層はサラリーマン

の方が多く、そこでお客さんとして来られたのが旦那さん

だそうです(*^-^*)♪

４０分コース(￥３０００)が人気で、当時は羽振りが良い

お客様からチップをもらっていたそうです！！

たまに職員が「内藤さーん！ここが痛いんです！」と言うと、

黙ってマッサージをして下さいます(笑)

さすがマッサージ師さん！！力加減が絶妙なんです！！

職員も大好きな内藤様♪これからもお元気にお過ごしください！！

若い頃は趣味のお茶を通してご友人に恵まれ、楽しい日々を

過ごしていたそうです。普段の生活ではいつも和服を着ており、

１００歳まで続いていました。外出時や散歩なども和服姿のため、

知り合いの方には今も思い出して貰っています。

子や孫や曾孫に囲まれて賑やかに過ごしていましたので、

小さな子供と触れ合うことが大好きです。

　してあげたりと、優しい姿を見るとほっこりします（渡部）

・子と孫と曾孫でにぎわう　米寿の茶　

たぎる湯の音　香る茶の色

平成十六年春　佐藤好　八十八歳作

あ の 頃
の 私

特別養護老人ホーム藤花に入居されている

内藤繁さん（７４歳）をご紹介します

特別養護老人ホーム藤花・荻川に入居されている

佐藤好さん（１０３歳）をご紹介します



【心を豊かにするために　　～人と人との関わりから得るもの～】

　私たち藤の木原福祉会が掲げている法人理念「ともに」は全ての人、一人ひとりに向けた個人の尊厳を大切にし、

手をさしのべ合い、一緒に生きていこうという強い想いが込められたものになっています。

人は決して一人では生きていけません。誰かに支えられ、また誰かの支えとなりお互いに求め合い、寄り添い、生きて

います。ついこの根源を忘れてしまいがちですが、本来人間が生きていく上で、人と人との関わりというものは根深い

ものであり、きってはきれないものだと思います。その関わりが深いか、また豊かであったかで人格や人生の歩み方は

変化していき、それが個性となっていきます。めぐり合う人々や経験値は様々ではありますが、いかに多くの人と関わ

り、沢山の感情を経験し乗り越えてきたかで心の豊かさや人間力はどんどん変化していきます。また、それと同時に

「感謝する心」や「人の話を聴ける」ことなども大きな部分であると感じています。

沢山の葛藤、悩み、考えること、感じることを経験していきながら、人間としての「生きる力」を豊かにし、強くなっ

てほしいと願いながら保育と向き合っています。

　人との関わり方が今と昔では様変わりしてきていると感じるからこそ、世代間交流を深め、周囲に関心を向け、

幼少期から慈しむ心を育てていきながら、これから生きていく上で必要な「生きる力」を育んでいけたらと思います。

心を強くし、心を豊かにできれば、自分自身も大切にすると同時に相手も大切にできると思います。

　私は「ありがとう」の言葉が大好きで、相手に伝えたい言葉ナンバーワンです。そして、自分自身もこの言葉で

幸せな気持ちになります。相手のために自分ができることはなにか、人に感謝して生きていけることが心の豊かさであ

りますし、喜びでもあります。

　今の私たちが安心して生活できているのは、昔の方々が生活をつくりあげ、便利と平和をもたらしてくれたことの

おかげです。そういった方々の話を聴き、感謝し、継承していくことが大事だと思っています。

記：荻川ほのぼの保育園

　　　　　主任保育士　坂井　めぐみ

保 育
つ きやぶ
士 の



このコーナーでは地域の様々な取り組みなどを

紹介していきたいと思います。

今回は秋葉区のこども食堂の紹介と、

藤花喫茶のボランティアについてを

紹介したいと思います。

こども食堂は、こどもが一人でも入れる食堂です。2012年、東京で初めてのこども食堂が

立ち上がりました。それから数年、こども食堂は全国に拡がり、新潟市でも

30か所程度のこども食堂が開設されています。

貧困家庭を意識しながら、地域の子どもたちに食事を提供する事業であるとともに、

地域の人々をつなぐ地域交流拠点としての役割も期待されています。

☆こども食堂　秋葉かけはし ☆おぎかわ子ども食堂

開催日：毎月第二金曜日 開催日：不定期　（土曜日）

時間：16：00開店　お食事17：30～19：30 時間：11：00～

場所：秋葉区山谷町　新津福音キリスト協会１F 場所：荻川コミュニティーセンター

参加費：未就学児　無料 参加費：子ども　無料　大人　１００円

　　　　小・中・高校生　１００円　大人　３００円

こども食堂って何？

地 域 紹介

藤花喫茶 毎月第三火曜日開催中！！

藤花ではボランティアをやってみたい・ボランティアに興味がある方に

『初めてのボランティア講座』を開催しました。

そこに参加して頂いた方や、新潟市で65歳以上の介護保険第1号被保険者の方を対象として、

介護予防の一層の推進と高齢者の方の社会参加を目的とした

「にいがたし元気力アップ・サポーター制度」に登録されている方にボランティアにお越し

頂いております。

楽器を演奏して下さったり、ボランティアさんの特技を生かした喫茶となっています。



※こちらのQRコードから

　詳細をご覧いただけます！

お 知
らせ

4/1 新規開設予定
秋葉区 市之瀬複合施設

（仮称）特別養護老人ホーム藤花・市之瀬

（仮称）市之瀬こども園

令 和 ２ 年

現在、新規事業のオープニングスタッ

フの募集を行っております。

法人運営理念に共感し「ともに」働い

てくださる方、高齢者と子どもの交流

等の当法人の運営に興味のある方など、

お気軽にご連絡ください。

～求人内容～

☆介護職員・・・１５名程度採用予定

☆看護職員・・・２名採用予定

☆生活相談員

介護支援専門員・・・２名程度採用予定

☆栄養士又は

管理栄養士・・・募集中

☆保育教諭又は

保育士・・・１８名程度採用予定

☆事務職員・・・１名採用予定

～お問い合わせ先～

開設準備室（特別養護老人ホーム藤花）

採用担当：吉川 佐藤

TEL：0250-21-2111



（順不同）

(株)日産プリンス新潟販売様 (株)マルチテック様 新潟調理機器(株)様

(株)日本フードリンク様 西脇保険事務所様 (株)新潟県厚生事業協同公社様

(株)悠久堂医科器械店様 秋葉建設興業(株)様 (株)創建築設計事務所様

(有)新潟設備工業様 佐藤食品工業(株)様 さくらメディカル(株)様

第一電設工業(株)様 (株)岩通新潟様 土田石油(株)様

(株)新潟エコテック様 (株)OG技研様 (株)堀口繊維工業様

(株)サトウ教材様 研冷工業(株)様 (株)チャイルド様

健康医学予防協会様

ボランティア募集！
入居者の皆様の生活を支えるために地域の皆様のご協力を必要としています。

芸能ボランティア、体操・華道・手芸等の様々な活動、掃除やシーツ交換等の身の回りのお世話等…ご興味のある方

は是非ご連絡ください。

また、保育園においても演奏会など、様々なボランティアを募集しております。

宜しくお願い致します。 行事・ボランティア委員会

地域交流スペースのご利用について
『地域交流スペース』は地域の皆様へ開放し、クラブ活動、趣味の活動、発表の場、地域の集まりなど、地域の皆様

の交流の場として自由にお使い頂けます。

《藤花》《藤花・荻川》それぞれに地域交流スペースがございますので、

ご利用希望の方は各施設へお問い合わせ下さい。

見学・ご相談 お気軽にどうぞ！
特別養護老人ホームの入居相談やショートステイの利用相談、保育園の入園相談、施設見学等の他、ご自宅での介護

や育児に関する悩みなど…各施設までお気軽にご相談ください。

特別養護老人ホーム藤花

〒956-0864 新潟市秋葉区新津本町1-11-12 TEL：0250-21-2111 FAX：0250-21-2114

Email：fujinokihara-touka@marble.ocn.ne.jp

特別養護老人ホーム藤花・荻川

〒956-0013 新潟市秋葉区田島109番地 TEL：0250-24-2111 FAX：0250-24-2114

Email：touka-ogikawa@soleil.ocn.ne.jp

荻川ほのぼの保育園

〒956-0013 新潟市秋葉区田島109番地 TEL：0250-21-1111 FAX：0250-21-1112

Email：ogikawa-honobono@soleil.ocn.ne.jp

ホームページ：http://www.fujinokihara.com/

Facebook：https://www.facebook.com/fujinokihara/

社会福祉法人藤の木原福祉会

Instagram：https://www.instagram.com/

Twitter：https://twitter.com/home


